
平成24年度　決 算 報 告
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■自主財源（69．8％）

■依存財源（30.2％）

一般会計　歳入総額　　　196億   970万円

　平成24年度の市の歳入・歳出を紹介します。

また、同年度に行われた事業のうち主なものを紹

介します。決 算
報告

平成24年度

歳入総額� 196億�� �970万円

歳出総額� 184億 7,058万円

一般会計

市税（53.2％）� ���������� 104億 3,907万円
市民の皆さんや会社などの法人に納めていただいた税金

諸収入（6.3％）� ����������� 12億3,207万円
延滞金、預金利子、雑入、貸付収入など

国庫支出金（12.5％）� �������� 24億5,155万円
事業を行うために国から交付される補助金など

繰入金（4.1％）� ������������ ８億1,447万円
基金の繰入金など

市債（6.4％）� ������������ 12億5,310万円
事業を行うために借り入れたお金

繰越金（3.2％）� ������������ ６億2,534万円
前年度の剰余金

県支出金（4.5％）� ����������� ８億7,487万円
事業を行うために県から交付される補助金など

そのほか（3.0％）� ����������� ５億7,925万円
分担金と負担金、使用料と手数料、財産収入、寄附金など

そのほか（6.8％）� ���������� 13億3,998万円
地方交付税、地方消費税交付金、地方譲与税、利子割交付金など
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企画部　財政課
995-1801

一般会計　歳出総額　　　184億7,058万円

　歳入決算額は、市税が法人市民税が５億

2,067万円の増となったことにより104億3,907

万円、国庫支出金は前年度とほぼ同額の 24 億

5,155 万円、繰入金は財政調整基金の取り崩し

が７億 5,100 万円減ったことなどにより６億

7,581 万円の減、市債は普通建設事業費の減少

により７億 1,690 万円減となるなど、総額は前

年度比 4.3%、８億 7,147 万円減の 196 億 970

万円でした。なお平成 24 年度も普通交付税の

交付団体となり 8,477 万円が交付されました。

　歳出決算額は、民生費は保育園リニューアル

事業、障害者福祉施設建設事業の終了などによ

り２億 8,482 万円の減、土木費は社会資本整備

総合交付金事業費などにより１億 7,335 万円の

増、教育費は深良小・東中屋内運動場耐震補強

事業の終了などにより 6,160 万円の減、衛生費

は新最終処分場事業費などにより 2,014 万円の

増となるなど、総額は対前年度比 4.7％、９億

1,525 万円減の 184 億 7,058 万円でした。

歳入・歳出の特徴

民生費（24.1％）� ���������� 44億5,286万円
障がい者や高齢者の福祉サービス、保育園、子育て支援、生活保護に掛かったお金

土木費（17.7％）� ���������� 32億6,418万円
道路、河川、公園などに掛かったお金

教育費（12.5％）� ���������� 23億�� �236万円
幼稚園や小・中学校、社会教育やスポーツなどに掛かったお金

衛生費（11.8％）� ���������� 21億8,395万円
市民の病気予防や美化センターの管理などに掛かったお金

総務費（11.1％）� ���������� 20億6,105万円
庁舎や財産の管理、税金の徴収、戸籍事務、選挙などに掛かったお金

公債費（9.7％）� ����������� 17億8,670万円
事業を行うために借り入れたお金の返済金

そのほか（13.1％）� ��������� 24億1,948万円
消防費、農林水産業費、労働費、商工費、議会費など
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平成24年度　決 算 報 告

　第４次市総合計画が目標とするまちの将来像「みん
なの元気と調和でつくる暮らし満足都市」の実現を目
指し、６つの柱に沿った事業を行いました。

●�だれもが将来にわたって
� すこやかに暮せる健康と福祉の「すその」
●�成長するよろこびと地域のつながりで
� こころの豊かさを育む「すその」
●�市民と行政が手を携えてつくる
� 安心と活力のある「すその」
●豊かな自然と暮らしやすさが調和した「すその」
●�今ある魅力と資源を再発見し、
� 未来へつなげる「すその」
●健全な行政をみんなが実感できる市民と
� 未来に開かれた「すその」

主 要 事 業
平成24年度

事務事業名 事業概要

ヘ ル シ ー パ ー ク 裾 野 管 理 事 業 施設の運営管理とリニューアル工事の実施

予 防 接 種 事 業 各種予防接種の実施

裾野赤十字病院施設整備費補助事業 裾野赤十字病院施設整備への補助

高 齢 者 医 療 費 助 成 事 業 高齢者の医療費自己負担の一部助成

保 育 園 運 営 事 業 市立保育園の運営と私立保育園の運営扶助

子 ど も 手 当 事 業 生活の安定、次代を担う児童の健全育成、資質の向上を目的として
支援する

乳 幼 児 医 療 費 助 成 事 業 保護者の負担軽減を図り乳幼児の健やかな成長に寄与するため医療
費を助成する

こ ど も 医 療 費 助 成 事 業 保護者の負担軽減を図り小中学生の健やかな成長に寄与するため医
療費を助成する

文 化 セ ン タ ー 事 業 大ホール・多目的ホールの音響設備改修工事など市民文化センター
の管理運営の実施

深 良 中 学 校 技 術 棟 耐 震 補 強 事 業 技術棟の耐震補強工事

文 化 財 管 理 事 業 旧植松家住宅保存修理工事など文化財保護・管理の実施

区 運 営 費 補 助 事 業 自治会組織・活動の充実

住宅用太陽光発電等システム設置推進事業 住宅用太陽光発電などのシステム設置推進事業

新 最 終 処 分 場 整 備 事 業 新しい最終処分場整備に伴う各種調査事業

警 察 署 新 設 促 進 事 業 警察署建設地周辺整備

消 防 通 信 指 令 施 設 整 備 運 用 事 業 ３市２町消防通信指令業務共同運用及び消防広域化の検討

裾 野 駅 西 土 地 区 画 整 理 事 業 裾野駅西土地区画整理事業の推進と市の中心市街地にふさわしい地
区に整備

宅 地 分 譲 補 助 事 業 市街化区域内未利用地での定住化を促進するため宅地分譲事業への
助成

平 松 深 良 線 道 路 改 良 事 業 都市計画道路平松深良線の整備

道 路 新 設 改 良 事 業 市内道路の整備
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事務事業名 事業概要

す そ の ー る 運 行 委 託 事 業 中心市街地の活性化と住民の利便性向上のため裾野駅を起点とした
循環バス3路線を運行

勤 労 者 住 宅 建 設 資 金 貸 付 事 業 勤労者の生活水準の向上と持ち家の促進を図る

企業立地促進事業費補助金交付事業 市内に工場などを立地した場合、企業に対し補助金を交付し企業誘
致の促進を図る

住 宅 建 設 等 促 進 支 援 事 業 住宅の新築及び耐震補強・リフォーム工事費の助成

市 単 独 土 地 改 良 事 業 農業用排水路の整備事業

企 画 調 整 事 業 ウルトラトレイルマウントフジ、Ｕ－12サッカー大会などの支援

議 会 事 務 局 運 営 事 業 議会の意思決定や、委員会の議論を積極的に情報提供できる環境整
備を検討、実施（CATVやインターネットによる放映など）

都市計画税の使途状況

特別会計
■国民健康保険特別会計
歳入総額 54億� �380万円

歳出総額 51億3,390万円

繰り越すべき財源

実質収支額 ２億6,990万円

■後期高齢者医療事業特別会計
歳入総額 ４億� �856万円

歳出総額 ３億8,813万円

繰り越すべき財源

実質収支額 2,043万円

■十里木高原簡易水道特別会計
歳入総額 7,530万円

歳出総額 7,530万円

繰り越すべき財源

実質収支額 0　円

■土地取得特別会計
歳入総額 31万円

歳出総額 31万円

繰り越すべき財源

実質収支額 0　円

■下水道事業特別会計
歳入総額 10億3,318万円

歳出総額 10億3,228万円

繰り越すべき財源 90万円

実質収支額 0　円

■介護保険特別会計
歳入総額 26億2,265万円

歳出総額 25億5,775万円

繰り越すべき財源

実質収支額 6,490万円

■都市計画事業

事　業　別 事　業　費 構成比 財　源　内　訳
特定財源（※） 一般財源

土 地 区 画 整 理 費 ４億3,456万円 24.0% ３億7,509万円 5,947万円
平 松 深 良 線 街 路 費 ３億6,782万円 20.4% ２億5,312万円 １億1,470万円
都市計画事業公債費 １億6,152万円 8.9% 0万円 １億6,152万円
下水道事業特別会計 ８億4,440万円 46.7% ４億� �676万円 ４億3,764万円

合計 18億� �830万円 100% 10億3,497万円 ７億7,333万円
※特定財源��国・県支出金、地方債、負担金、そのほか

　都市計画税の決算額は 3 億 8801 万円でした。都市計画税は、総合的なまち
づくりを行うため、街路整備など都市計画事業に必要な費用の一部として活用
されています。

※水道事業会計は９ページに掲載

しています。

■墓地事業特別会計
歳入総額 4,357万円

歳出総額 4,145万円

繰り越すべき財源 22万円

実質収支額 190万円
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